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開発途上国における政策実践と物語研究 

 
 ～ 物語とは，人の心を動かす，心を揺さぶる何か，ではないだろうか．～ 
 
一般市民に支持される政策の背景には，ある種の物語が共有されていると思われる．例えば戦後から

数十年の高度経済成長期には，経験・体感に裏打ちされた－「日本は必ず経済成長する」という物語－

が共有されていたように思う．バブル崩壊後の失われた 20 年間の日本では，政策形成や政策実践の場に

おいて，価値観の多様化（人生における目標設定の難しさなど）という見方により，かつてより物語共

有の困難性が高まったと言える．マジョリティに訴えられる政策は地球環境問題（これも産業界からの

反対は大きい）などに限定され，マニフェスト以前に掲げるべき「政策理念」は見えなくなっている． 
土木計画学では，「意志決定プロセスにおける PI」や「インフラ整備のベンチマークとしての費用便益

分析」のように実務に活用され，問題点もあるものの，多かれ少なかれ社会に貢献している研究成果が

ある．「政策実践」に興味のある筆者は，冒頭で書いた現時点でイメージする物語研究とは，「人の心を

動かす」ことで政策理念の形成や政策実践の進展に貢献できるもの，と考える． 
 しかしながら筆者の研究の嗜好は日本を離れており，開発途上国にある．開発途上国と一口に言って

も成長過程にある新興国と低開発国では状況が異なる．低開発国の成長は大きく停滞しており，それは

「貧困の罠」で説明されることが多い（参考：土木学会誌の書評）．これに対し，筆者は自分の興味と経

験を生かせる新しい研究分野の構築を試みようとしている． 
 
交通開発学 Transport Development Studies 

仮定義  途上国の貧困問題と成長阻害要因を交通分野から解決するアプローチ 
類似分野 開発経済学（Development Economics）マクロ，ミクロ，計量経済学 

国際開発学（International Development Studies）社会学，民俗学，歴史学など 
３つの柱 ①ロジスティクス，②インフラストラクチャー（交通社会資本），③政策実践（ガバナンス） 
 
開発経済学は，1970 年代に国際貿易論・国際金融論から始まり，ミクロ経済学を用いた規制や制度の

分析やゲーム理論の応用が近年の流行となっている．国際開発学は開発経済学を含むものであったが，

2000 年の MDGs（ミレニアム開発目標）の設定以降，人権，教育，保健・医療，水・衛生，環境に対象

の軸足が移っている．  
物語研究は③の政策実践の一部として想定している．低開発国における貧困の罠からの脱出には，諦

念を乗り超えた「何か」が必要であり，その一つが物語であると期待している．しかし，低開発国の国

民性，歴史的文脈など，表面的ではなく深く現地を知る（会得する）必要があり，研究を遂行する壁が

高いと感じている．本ＷＳにて物語研究のアプローチを共有することにより，壁を突き破った研究がで

きるかどうか見極めたいと考えている． 
 


